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１．里地里山の歴史的変遷 

 
里地里山は、長い歴史の中での多様な人間の働きかけを通じて、特有の自然環境・知恵や技術、自然と共

生した生活文化を形成する場として機能してきた。 
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里山の機能変容・農地の縮小 
燃料革命 
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大規模拡大造林等 
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図 1：里地里山の歴史的変遷の概念 
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図 2：里山の相互利用と関係性 

図 3：里地里山の土地利用の変遷模式図（イメージ）

資料４ 

出典：「生態学からみた里やまの自然と保護」 
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３．里地里山の伝統的な利用管理手法の特質と構造 

地域における自然環境の特質と、地域経済社会の発展段階に対応して、資源としての里山、生活環境とし

ての里地里山の様態は多様ではあるが、今日においても今なお伝統的な利用管理手法が根付いている地域に

おけるその特質は、「資源の持続的管理・利用」「資源の多目的利用」「持続的な空間利用」「生物多様性の保

全」「自然と共生した生活文化の発達」に集約される。 

○資源の持続的管理・利用 

北摂地域のアカマツ林では、萌芽更新による独特の薪炭林管理に関する技術が受け継がれてきた。智頭地

域では、日本海型のスギ品種の特性を生かした苗木生産～保育管理を通じた長伐期林業の伝統が継承されて

きた。さらに備長炭生産もウバメガシ林の特性に基づく継続的な施業が継承されている。 

○資源の多目的利用 

三富新田の平地林では、落葉や小枝などの資源を燃料や堆肥、生活道具、建築用材などの資源としての採

取を通じて、里山林そのものが生活環境の保全などの役割を果たしてきた。 

○持続的な空間利用 

鶴岡の焼畑農業、阿蘇地域の二次草原では、間断的な利活用による里地里山空間の有効活用による生業や

文化が継承されている。牧野林、薪炭林や採草地、農地などが自然環境に応じて配置され、適正な規模の空

間利用が持続されてきた。 

○生物多様性の保全 

平取町のスズラン群落、智頭のスギ林、阿蘇地域の二次草原や北摂地域のアカマツ林では、定期的な人為

的かかわりが里地里山の生物多様性の保全に寄与している。放牧や刈取り、間伐などの維持管理を通じて、

多様な生物の生息・生育環境が保全されている。 

○自然と共生した生活文化の発達 

平取町では、自然と共生する思想・文化が継承され自然の恵みを与える森林を信仰の対象とした多種多様

な行事・祭礼が継承されている。高島市では里山管理がきめ細かな多段階水利用に係る生活文化の継承や琵

琶湖の多様性保全に大きく寄与している。 

 

 
 

 

 このように、自然と社会と人間が複雑に絡み合い維持されている我が国の里地里山の本質は、 

①多様な植生・立地的要因に規定され、そこに生育する植物資源の生理的特性や土壌、気候等を生かした

利用手法が存在すること 

②主として地域の社会構造に規定された産業・経済・文化的特性を反映した資源利用の構造が確立してい

ること 

③地域社会の内的要因の独自性や、外的・制度的要因の固有性による調整関係が形成されていること 

にあると思われる。 

こうした里地里山に係る＜技＞と＜知恵＞と＜仕組み＞が一体となっている構造を維持し、新たな時代

背景の中で評価・再構築していくことが求められており、そのためには、 

Ａ．立地条件を生かした利用手法は地域生物資源の循環型利用を基礎とした生物多様性確保に寄与するこ

と 

Ｂ．地域独自の利用手法とそれを支える社会的仕組みはモザイク的で多様な安定的な土地利用構造を支え

ること 

Ｃ．地域環境に即した利用手法を社会的な仕組で支えることは持続的な地域固有の美しい景観づくりに寄

与すること 

を踏まえる必要があり、このことは、世界に発信すべきわが国固有の里地里山の価値であると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源の持続的管理・利用

資源の多目的利用 

持続的な空間利用 

山形県鶴岡市：焼畑による循環型農林業 

埼玉県所沢市三富新田：モザイク的土地利用 

滋賀県高島市：森の保全と水循環 

兵庫県北摂地域：菊炭の生産 

熊本県阿蘇地方：草地管理 

北海道平取町：アイヌ文化を基底とした土地利用 

自然と共生した生活文化の発達

里地里山の伝統的な 
利用管理手法の特質 伝統的な利用管理手法 

生物多様性の保全 

鳥取県智頭町：伝統的林業の営み 

和歌山県みなべ町：備長炭生産 

図 5：事例より抽出された里地里山の伝統的な利用管理手法の特質 

図 6：伝統的な里地里山の利用管理手法の構造 
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